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研究成果の概要（和文）： 
 本研究の目的は、小中学校において、学校経営と教育方法の改善を図るための新しい学校の
施設設備プランを探求し、それらのプランを実際に適用した学校建設を行うことにある。愛知
県犬山市における小学校改築において、このようなプランの開発と実践は、教員や研究者、設
計者と教育委員会担当者らの頻繁な折衝を通じて行われている。本研究においては、一般には
そこで生じる齟齬を克服するための要素を設計へ活かすとともに、今後取り組まねばならない
問題について明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this research is to explore the useful plans for the school facilities and how 
to use these plans at elementary and junior high school settings. Thruough desigining the 
school facilities, school management and teaching method are expecially focused. In a case 
of Haguro elementary school, for example, when we designed classrooms for small groups 
and special education, the deep negotiations were conducted among teachers, researchers, 
architects, and officers in Inuyama City Board of Education. This paper argues how these 
obstacles have been overcome and points out some issues that we have to deal with. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年建設される学校施設は、少しずつであ
るが変化を見せている。新しい小・中学校の
建築は、瀟洒な概観や木材の利用、高価な情
報関連機器の導入などによって、様相を異に

している。しかし、表層の変化のみに終わっ
ているものが少なくない。 
 日本建築学会建築計画委員会の部会であ
る教育施設小委員会は、2006 年度の学校視
察で、私立の新しい小・中学校を中心に調



査・見学した。それらは、潤沢な資金力によ
って贅沢な設備を備えた施設であるにもか
かわらず、早急な学校建設の必要によって、
ほとんど教育・学習活動との関連を検討せず、
その現場で働く教職員の意思とも無関係に
建設がなされていた。それらの学校が象徴す
る設備の豪華さへの注目は、こんにち、公立
学校においても同様の傾向が認められる。建
築計画学の専門家を中心とする同委員会の
メンバーは、このような学校建築の造られ方
について大いに危機感を持っている。 
 新しい学校建築が新奇な設備の充実によ
って「よりよいものが造られている」として
説明されてしまうことは、即物的な学校施設
観が広がっていることの証左である。高価で
目新しい施設・設備を導入すれば、教育・学
習活動が充実するというわけではない。例え
ば、プレゼンテーション設備としての最新の
プロジェクターを備える場合、それがどのよ
うな教育実践に利用されるもので、子どもた
ちにどのような力をつけさせたいかという
議論を踏まえなければ有効には使えない。
「いろいろな活動ができるかもしれない」と
いう漠然とした期待によって整備される学
習環境は、その無計画さゆえに十分に機能し
ないことが多い。種々のＡＶ機器（アナライ
ザーや急速に進化する電子機器など）が学校
に導入されたものの十分に使われずに終わ
ったというような、かつての失敗事例を彷彿
とさせる。少なからぬ補助金を投入してつく
られる義務教育学校施設・設備が、そのよう
な無駄なものになってしまうことは、税金の
責任ある使用という点から考えても、この時
代において看過できない。 
 本研究者は、愛知県犬山市で「学びの学校
建築設計委員会」（2003 年度は「検討委員会」）
の委員長として、犬山の教育改革を支援する
ような学校建築のあり方を中心になって考
えてきた。2003～2006 年度まで科研費・基
盤研究（Ｃ）を得て、新しいコンセプトに基
づく教室まわりのプランを策定し、増築対象
の二つの小学校校舎に適用し、建設するとこ
ろまでこぎつけた。2006 年度末には、同校
舎が竣工した。これ以降は、その増築校舎の
利用についての研究を行い、その成果を活か
して他校の全面改築の校舎を計画・建設する
ことが予定された。これにより、新時代の平
面構成を持った小学校施設を、よりよい方法
によって建設することが目指された。本研究
による学校建設の実践は、学校運営の方針に
裏付けられた学校施設建設を実現する先駆
的作業である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、学校経営や教育方法の改
善に資する学校施設計画とその実現方法を
探究することにある。すでに前次の基盤研究

の成果によって、愛知県犬山市の２つの小学
校で、学習を支援するための教室増築を行っ
たところである。今次はこれを発展させて、
学校施設整備のさらなる実践的研究を進め
る。 
 研究の主眼は二点ある。一点は犬山市の２
つの増築校舎において、環境整備と学習との
関連についての調査、および、教室環境を活
かした学習活動の開発を行うことである。も
う一点は、次段階として計画中の全面改築校
舎建設等において、よりよい学校施設建設を
実践的に進めながらその内容と方法につい
て検討することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法としては、具体的には次の点
において実践を展開する。 
(1)愛知県犬山市における学校施設調査・利用
実践および校舎計画 
①増築校舎の使われ方調査および指導法開
発 
②全面改築校舎の計画構想 
(2)その他自治体における学校建設プロジェ
クトでの助言・指導 
(3)海外・国内学校施設事例の調査 
 
４．研究成果 
(1)愛知県犬山市における増築校舎の使われ
方に関する研究 
 先行する研究の成果により建設された２
つの小学校における増築校舎は、少人数学級
のための普通教室、少人数指導用のサブ教室、
学年集団のまとまった指導を可能にする多
目的スペース等を装備している。また、教室
内には、収納・掲示のためのスペース・家具
等を十分に備えるとともに、木造平屋構造を
基本とし、各教室からの児童の移動をスムー
ズにしたり、児童の生活を豊かにする空間を
付属させたりして、教師の使い勝手をよくす
る工夫を施した。 
 この校舎の使われ方について、教員の意識
を調査した結果では、学年における活動のし
やすさや、学年における児童の交流、学年と
してのまとまりなどの点で、高い評価が得ら
れた。交流スペース、少人数指導教室は高い
頻度で利用されており、各教室に設置された
昇降口や木造（木質系インテリア）などは、
推奨された。平屋とガラス間仕切りについて
は、意見が分かれたものの、後者については、
実際の担任になってからは、とくに問題点が
感じられなくなった。暑さや採光の点では、
必ずしも木質のよさが実感されていなかっ
た。 
 概ね設計当初の意図通りに利用されてい
たが、光・音・熱の点で、さらに検討すべき
点があると考えられた。 
 



(2)犬山市立羽黒小学校における改築・改修
計画 
 上のような犬山市における学校の教育活
動を支援、改善するための学校改築・改修は、
全面的な改修・改築を要する羽黒小学校の事
業において、実際の計画・設計に活かされる
こととなった。同校は、当初、全面改築され
る予定であったが、耐震診断の結果、補助金
が十分獲得できないことが明らかになり、ほ
ぼ半分の校舎が改修、残り半分が改築、とい
う折衷プランが策定されるところとなった。 
 また、財政的な制約と、改修改築のコスト
削減のため、工事は順次、部分的に進められ
ることとなり、本研究の期間内には、改修工
事が終了するものの、改築校舎については、
基本設計が仕上がるまでにとどまり、利用の
されかたについての研究は、本研究期間後の
課題となった。 
 現在のところまでにおいて、実現された学
校施設の改善実践の成果としては、次のよう
な点がある。 
 
①教職員の意見を多く反映した校舎設計 
 校舎の改修・改築に当たっては、前段階で
得られた研究成果を活かして臨むこととな
った。学年のまとまりを重視しながら、改修
される４階建て校舎には多くの特別教室と
高学年（５、６年生）教室を配置し、木質系
の内装による改築低層校舎には、低中学年
（１～４年生）と特別支援教室、低学年向け
図書室などを配置することとした。犬山市の
教育の重要な要素として機能している少人
数学級用の教室を設置するとともに、各学年
群にそれぞれ、少人数指導用の教室を配備し
ている。従来２階にあった職員室を１階に降
ろし、調理室と場所を入れ替えて、新しい学
校の中心部分に持ってくる、特別支援教室は
新校舎の１階に置くなど、教室の再配置を行
った。さらに、図書室の機能を重視し、隣接
部分等に集団学習用の教室を配置するなど、
多様な学習集団に適合する教室を用意した。
子どもたちの学習活動の活性化と学校経営
の要に資する教室整備を可能にした。 
 
②子どもの意見を反映した設計 
 2009 年度には、夏冬の休業期間を利用して、
子どもの意見を聞くワークショップ（ＷＳ）
を行った。夏のＷＳでは、おもに中庭の構造
について、冬のＷＳでは、教室や多目的スペ
ースのつくりについて、グループごとに提案
をまとめ、模型をつくることで、子どもたち
が求めている施設・設備のイメージ化を図っ
た。 
 中庭ＷＳでは、子どもの生活に即して、希
望が形にされた。学校の宝物である「希望の
鐘」をはじめとして、地域のシンボルである
きれいな水（地下水）を利用した川や池のあ

る庭が提案された。一方、教室ＷＳにおける、
学習活動を含む校舎のつくりに関する提案
は、教職員や住民等、大人でも創意工夫を言
語や模型に示すことが難しい。そこで、本研
究者とその協力者で、子どもから意見を聞き
だしやすくするカードゲームによる手法を
開発した。活動場面や使用する設備備品、活
動内容などのパターンを抽出したカードを
組み合わせることで、学習や諸活動のバリエ
ーションを考えながら、空間についての希望
を形に示すことができた。後者の活動は、第
4回のキッズデザイン賞を受賞した。 
 
 上のような①②の成果は、2009 年度に改修
工事が完了した校舎と 2010 年度に基本設計
が完了した新校舎に活かされている。同校の
改築作業は、まだ体育館・多目的ホール等の
実施設計や中庭の計画・工事が 2011 年度以
降順次実施されるため、①②による成果は、
今後さらに学校の他の部分で実現されるこ
とになる。 
 
(3)犬山市における全小中学校の学校施設改
修計画の策定 
 以上のような学校施設計画・整備の実践は、
犬山市および同教育委員会において、高く評
価されるところとなり、2009 年度以降、羽黒
小学校の改修計画、改築設計と並行して、市
内の全小中学校における、今後の改修・改築
計画の策定が本研究者を中心とする共同研
究グループに依頼されることとなった。2010
年度までの研究によって、全校の改修・改築
のための基礎的データを収集・分析するに至
っている。 
 2010 年度末にまとめた、「犬山市立学校改
築改修関連基礎資料」によれば、各学校の教
職員が要請する学校改築・改修のキーポイン
トは、学習を支える教室環境、児童生徒の学
校生活を豊かにする設備、地域社会との接合
部分となる施設、学校施設のメンテナンスと
いう４つの要素に強く示されている。 
 2009 年度より改築作業に入った羽黒小学
校の実践を参考に、犬山市における今後の学
校の改修・改築が計画される必要があり、そ
の際、本研究者らの整理・分析が、よりよい
学校施設整備のために求められている。具体
的には、学校施設の老朽化は複数校の持つ校
舎で同時に起きており、今後の改築等の作業
は、１校１校ではなく、同時並行で複数校に
おいてそれぞれの学校の一部で実施してい
く必要がある。しかし、それらが、学校全体
の教育活動や学校経営を考えて行われなけ
ればならず、ここでの研究成果を活かして、
教育・学習の観点ですべての学校の施設計
画・設計を行っていくことになる。2010 年度
の終了時において、ここでの分析を、今後、
犬山市における総合計画に載せていくため



の学校施設改善計画へと昇華させることが
依頼されている。 
 
(4)他の自治体における実践および海外・国
内事例調査による成果 
①愛知県日進市における小中併設校建設 
 本研究者は、犬山市における実践に並行し
て、日進市における小中併設校舎の建設にも
かかわることとなった。2010 年度の終了時点
で実施設計が終了している。ここでもこれま
での実践の成果を踏まえて、教職員からの意
見集約を早い段階で行うため、教育委員会に
働きかけて、建設委員会の下部組織として、
教職員による部会を設置するとともに、そこ
での意見集約と設計への反映について、支援
を行った。 
 設計者や行政による一方的なプランニン
グにはならないことで、教職員がまったく使
いにくい校舎が建設されることは、回避する
ことができたと考えられる。しかし、小中併
設という新しい文脈でまだ蓄積の必ずしも
多くない条件を、プラスの要因として教職員
間で受けとめるには、時間が不足しており、
今後、建設の過程でさらなる検討が望まれて
いる。ただし、この学校は分離新設校である
ため、主体となる学校の「ユーザー」が明確
ではなく、その点で十分な意見反映が行えな
い前提が存在する。 
 
②海外・国内調査による情報収集の成果 
 本研究の期間において、海外ではフィンラ
ンド、スイス、国内では東北および九州地区
の優れた学校施設を調査することができた。
その成果の一端は、すでに学会等で報告して
いるところであるが、そこで得られた知見に
ついては、今後の研究・実践の中でも活かし
ていくことを予定している。注目される情報
としては、次のようなことがあげられる。 
 海外においては、レベルの高い学校環境整
備の例を見ることができた。デザイン性に優
れた学校施設や、別用途建物の改修再利用、
充実した教室内部の設え、さらにそれらの有
効利用を可能にする十分な教職員の配備な
どの点で、学習活動の効果を高めるための学
習環境構築がなされていることがわかった。 
 一方、国内事例においては、優れた環境構
築の事例とともに、多くの問題事例に遭遇す
ることとなった。そこでは、設計者、行政担
当者、教職員の間に十分な意思の疎通がなか
ったために、学校施設を利用しているユーザ
ーが大変苦悩している状況が散見された。本
研究期間においては、建築関連の賞を得てい
るような木造の優れた学校施設を多く見学
したが、その外観や内部のデザインにはイン
パクトがあるものの、使い勝手が著しく悪い、
通風採光が耐えがたいくらいに問題である、
メンテナンスの経費が大き過ぎる、雨漏りな

ど構造上の欠陥が目立つ、わずか 10 年程度
で廃校になってしまっている等、建築と教育
の領域の評価は、かなりの点で対立していた。 
 
(5)今後の課題 
 犬山市の全小中学校施設調査や他の自治
体での実践、国内事例の問題性などが示すよ
うに、建築と教育が学校施設に要求するもの
の齟齬は看過できないレベルにある。オープ
ンスペースへの稼動壁の設置傾向など、近年
の事例においては若干の改善が見られるも
のの、相互の無理解が不幸な施設を生み出し
ている例は枚挙に暇がない。 
 児童生徒の安全を例に取ると、建築の基準
による安全の確保では、現場の教職員は安心
できず、建築の判断による前提で造られた施
設設備は有効に利用されるか定かではない。 
 このような対立軸は、学校の施設設備を建
築の視点ではなく教育の視点で見なければ
発見できないし、実践においては、教育の視
点を構造的に取り入れる方法の構築がなけ
れば、十分に克服できない。本研究の次段階
においては、まず、犬山市全体の小中学校の
改修改築計画において実践を試みるととも
に、さらなる情報収集によって対立の克服に
向けての方法を模索することが課題となる。 
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